
は
じ
め
に

ド
イ
ツ
に
お
け
る
公
的
な
観
光
事
業
の
振
興
に
は
、
連
邦
レ
ベ
ル
に
お
け

る
振
興
策
の
ほ
か
、
州
レ
ベ
ル
、
市
町
村
レ
ベ
ル
、
ま
た
「
観
光
連
合
」

（T
ourism

usverband

）
に
よ
る
広
域
レ
ベ
ル
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
水
準
が
存
在

す
る
（
１
）
。

本
稿
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
と
い
う
州
の
水
準
に
お
け
る
観
光
振
興
を
扱
う
。

１．

バ
イ
エ
ル
ン
に
お
け
る
観
光
の
経
済
効
果

二
〇
〇
五
年
に
お
け
る
バ
イ
エ
ル
ン
の
宿
泊
・
飲
食
業
（G

astgew
erbe

）

の
粗
売
上
は
一
一
二
億
ユ
ー
ロ
に
上
っ
た
。
さ
ら
に
観
光
客
の
支
出
は
小
売

り
お
よ
び
各
種
サ
ー
ビ
ス
業
に
も
及
ぶ
。
ド
イ
ツ
観
光
学
研
究
所
（das

D
eutsche

W
irtschaftsw

issenshaftliche
Institut

für
Frem

denverkehr

e.V
.)

（
略
称dw

ift

）
の
調
査
に
よ
る
と
観
光
に
誘
発
さ
れ
た
売
上
は
二
四
〇

億
ユ
ー
ロ
に
達
す
る
（
２
）
。

バ
イ
エ
ル
ン
に
お
け
る
空
間
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
四
、
一
五
〇
億
ユ
ー
ロ
（
二
〇
〇

六
年
）
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
う
ち
の
五
、
七
八
％
が
、
観
光
に
誘
発

さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
３
）
。

バ
イ
エ
ル
ン
に
お
け
る
観
光
関
係
の
総
売
り
上
げ
の
う
ち
、
日
帰
り
旅
行

者
に
よ
る
も
の
が
六
三
％
を
占
め
て
い
る
。

バ
イ
エ
ル
ン
に
は
、
九
名
以
上
の
収
容
能
力
の
あ
る
宿
泊
施
設
が
一
万
三

七
五
〇
軒
あ
り
、
そ
れ
は
ド
イ
ツ
連
邦
全
体
の
二
六
％
に
相
当
す
る
。
ま
た
、

宿
泊
・
飲
食
業
に
お
け
る
雇
用
は
三
二
万
四
千
件
で
あ
る
（
４
）
。

従
っ
て
、
観
光
業
は
バ
イ
エ
ル
ン
経
済
の
「
主
導
部
門
」（Leitökonom

ie

）

で
あ
り
、「
商
業
、
余
暇
産
業
お
よ
び
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
業
に
と
っ
て
重
要
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な
誘
発
者
」（w

ichtiger
Im

pulsgeber
für

H
andel,F

reizeitindustrie

und
andere

D
ienstleistungsbereiche

）
で
あ
る
（
５
）
。

こ
こ
で
、
バ
イ
エ
ル
ン
に
お
け
る
観
光
業
を
他
の
州
と
比
較
す
る
。（〔
表
１
〕

参
照
）
全
体
と
し
て
は
、
旧
西
ド
イ
ツ
地
域
が
上
位
を
占
め
、
旧
東
ド
イ
ツ

が
観
光
業
に
お
い
て
発
展
途
上
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
中
で
、
バ
イ

エ
ル
ン
は
七
四
七
〇
万
件
を
数
え
、
二
位
の
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル

ク
を
は
る
か
に
凌
ぐ
数
値
を
表
し
て
い
る
。

２．

一
九
九
七
年
〜
二
〇
〇
六
年
に
お
け
る
バ
イ
エ
ル
ン
政
府
に

よ
る
観
光
事
業
の
助
成

州
政
府
に
よ
る
観
光
助
成
（staatliche

T
ourism

usförderung

）
は
、
二

つ
の
柱
か
ら
な
っ
て
い
る
。

ひ
と
つ
は
、
産
業
助
成
お
よ
び
地
方
自
治
体
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
の
助
成

で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
助
成
で
あ
る
。

過
去
十
年
間
に
バ
イ
エ
ル
ン
政
府
は
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
観
光
イ
ン

フ
ラ
の
助
成
の
中
で
（im

Z
uge

der
F

örderung
der

kom
m

unalen

Frem
denverkehrs-Infrastruktur

）
一
億
七
千
百
万
ユ
ー
ロ
の
補
助
金
と
貸

付
（Zushusse

und
D

arlehen

）
を
与
え
て
き
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

総
額
三
億
八
千
三
百
万
ユ
ー
ロ
に
の
ぼ
る
五
三
〇
の
計
画
が
可
能
と
な
っ
た
。

同
時
に
、
産
業
助
成
（G

ew
erbeförderung

）
の
中
で
、
一
億
三
千
九
百
万

ユ
ー
ロ
の
補
助
金
と
貸
付
を
行
い
、
一
八
二
〇
件
の
計
画
が
助
成
さ
れ
総
額

66

〔表１〕州別宿泊件数

州　　　　　　　　　　　　年間宿泊件数（単位　百万件）

バイエルン 74.7

バーデン・ヴュルテンベルク 40.9

ノルトライン・ヴェストファーレン 39.3

ニーダーザクセン 34.9

ヘッセン 26.0

メクレンブルク・フォアポンメルン 24.8

シュレスヴィヒ・ホルシュタイン 23.0

ラインラント・プファルツ 19.9

ザクセン 16.4

ベルリン 15.9

ブランデンブルク 9.6

チューリンゲン 8.7

ハンブルク 7.2

ザクセン・アンハルト 6.4

ザールラント 2.2

ブレーメン 1.5

〔典拠〕Bayerisches Staatsministerium für Wirtschft, Infrastruktur, Verkehr 
und Technologie, Tourismus in Bayern, Juni 2007, p.5
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一
二
億
ユ
ー
ロ
の
投
資
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
三
千
五
百
件
の
長

期
雇
用
が
創
り
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
６
）
。

宿
泊
施
設
の
改
善
を
助
成
す
る
た
め
に
、
バ
イ
エ
ル
ン
政
府
は
二
〇
〇
六

年
一
二
月
一
一
日
、「
一
億
ユ
ー
ロ
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（100-M

illionen-

E
uro-Sonderprogram

m

）
を
決
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
二
〇
〇
七
年

一
月
一
日
か
ら
既
存
の
宿
泊
施
設
の
品
質
改
善
の
た
め
の
投
資
に
は
利
子
優

遇
貸
付
（zinsverbilligte

D
arlehen

）
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
７
）
。

も
う
ひ
と
つ
の
バ
イ
エ
ル
ン
政
府
に
よ
る
投
資
資
金
調
達
の
助
成
政
策
は

中
小
規
模
経
営
に
対
す
る
「
バ
イ
エ
ル
ン
中
産
階
級
信
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

（B
ayerische

M
ittelstandskreditprogram

m

）（M
K

P

）
で
あ
る
。
バ
イ

エ
ル
ン
全
体
の
宿
泊
・
飲
食
施
設
に
関
し
て
既
存
の
中
小
企
業
の
み
な
ら
ず

新
規
事
業
者
に
対
し
て
も
、
利
子
優
遇
に
よ
る
Ｍ
Ｋ
Ｐ
貸
付
が
実
施
さ
れ
た
。

こ
れ
に
は
、
事
業
の
買
収
や
資
本
参
加
も
対
象
と
さ
れ
た
。

一
九
九
六
〜
二
〇
〇
六
年
に
一
億
六
千
九
百
万
ユ
ー
ロ
の
Ｍ
Ｋ
Ｐ
貸
付
が

二
二
〇
〇
企
業
に
対
し
て
実
施
さ
れ
、
そ
の
う
ち
、
八
千
九
百
万
ユ
ー
ロ
は

一
二
〇
〇
件
の
新
規
事
業
者
に
対
す
る
貸
付
で
あ
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
助
成

策
に
よ
っ
て
、
三
六
〇
〇
件
の
新
規
雇
用
が
生
み
出
さ
れ
、
そ
の
う
ち
六

九
％
（
二
五
〇
〇
件
）
が
新
規
事
業
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
（
８
）
。

観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
経
済
省
は
過
去
十
年
間
に

五
千
五
百
四
〇
億
ユ
ー
ロ
を
投
下
し
た
。
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
た
め
の

州
政
府
に
よ
る
補
助
金
は
、
と
く
に
中
小
経
営
に
対
し
て
広
告
・
販
路
拡
大

施
策
の
強
化
に
当
て
ら
れ
た
（
９
）
。

一
九
九
九
年
、
バ
イ
エ
ル
ン
経
済
省
は
「
バ
イ
エ
ル
ン
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
有
限
会
社
」（B

A
Y

E
R

N
T

O
U

R
ISM

U
S

M
arketing

G
m

bH

）（
略
称

by.T
M

）
を
設
立
し
た
（
10
）。

３．

バ
イ
エ
ル
ン
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
有
限
会
社

（B
A
Y
E
R
N
T
O
U
R
IS
M
U
S
M
a
rk
e
tin
g
G
m
b
H

）

３．

１
　
バ
イ
エ
ル
ン
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
有
限
会
社
の
設
立
者

州
レ
ベ
ル
に
お
い
て
観
光
広
報
を
行
う
バ
イ
エ
ル
ン
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
有
限
会
社
は
、〔
表
２
〕
お
よ
び
〔
表
３
〕
に
示
す
団
体
の
出
資
よ
っ
て
設

立
さ
れ
た
。
主
た
る
持
分
所
有
者
に
名
を
連
ね
る
の
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
に
お

け
る
地
域
も
し
く
は
観
光
事
業
を
代
表
す
る
「
社
団
法
人
」
で
あ
る
。「
主
た

る
持
分
所
有
者
」
は
バ
イ
エ
ル
ン
に
存
在
す
る
三
つ
の
観
光
連
合
と
宿
泊
・

飲
食
関
係
の
連
合
、
お
よ
び
保
養
関
係
の
連
合
か
ら
な
る
。「
そ
の
他
の
持
分

所
有
者
」
に
は
、
メ
ッ
セ
関
連
の
企
業
、
空
港
企
業
、
商
工
会
議
所
、
そ
の

他
、
観
光
に
関
わ
る
業
界
団
体
が
名
を
連
ね
る
。

３．

２
バ
イ
エ
ル
ン
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
有
限
会
社
の
組
織

同
社
の
社
員
総
会
の
議
長
は
元
州
政
府
事
務
次
官
が
就
き
、
同
社
は
公
的

性
格
が
強
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。（〔
表
４
〕
参
照
）

同
様
に
監
査
役
会
議
長
も
州
の
官
庁
か
ら
人
材
が
充
て
ら
れ
、
副
議
長
の

一
人
も
官
界
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
バ
イ
エ
ル
ン
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〔表３〕バイエルン観光マーケティング有限会社における
その他の持分参加者（Weitere Gesellschafter）

ミュンヘンメッセ有限会社（Messe München GmbH）

ニュルンベルクメッセ有限会社（Nürnberg Messe GmbH）

アウグスブルク　メッセ・催し物シュバーベンホール有限会社
（Augsburger Schwabenhallen Messe- und Veranstaltungs GmbH）

ミュンヘン空港有限会社（Flughafen München GmbH）

アウグスブルク空港有限会社（Augsburger Flughafen GmbH）

ニュルンベルク空港有限会社（Flughafen Nürnberg GmbH）

ミュンヘン・オーバーバイエルン商工会議所
（Industrie- und Handelskammer für München und Oberbayern）

社団法人農家で休暇をバイエルン州連合
（Landesverband Urlaub auf dem Bauernhof in Bayern e.V.）

バイエルン手工業会議（Bayerischer Handwerkstag）

社団法人バイエルン小売業州連合
（Landesverband des Bayerischen Einzelhandels e.V.）

社団法人バイエルンビール醸造者同盟（Bayerischer Brauerbund e.V）

ヨーロッパ旅行保険株式会社（Europäische Reiseversicherung AG）

社団法人フランケン葡萄栽培連合（Fränkische Weinbauverband e.V.）

バイエルン鉄道有限会社（Bayerische Eisenbahn GmbH）

社団法人ドイツロープウェイ・ティーバーリフト連合
（Verband Deutscher Seilbahnen und Schlepplifte e.V.）

社団法人バイエルンバス事業州連合
（Landesverband Bayerische Omnibusunternehmen e.V.）

社団法人バイエルンキャンプ場企業州連合
（Landesverband der Campingplatzunternehmer in Bayern e.V.）

社団法人ドイツユースホステル事業バイエルン州連合
（Deutsche Jugendherbergeswerk, Landesverband Bayern e.V.）

社団法人ドイツスキーインストラクター連合（Deutsche Skilehrerverband e.V.）

バイエルンマーケティング・持分参加有限合資会社
（Bayern Marketing und Beteiligungs GmbH & Co. KG）

〔典拠〕Bayern Tourismus Marketing GmbH, Jahresbericht 2006/2007, p.56

〔表２〕バイエルン観光マーケティング有限会社における
主たる持分参加者（Hauptgesellschafter）

社団法人アルゴイ／バイエリッシュ・シュヴァーベン観光連合
（Tourismusverband Allgäu/Bayerisch-Schwaben e.V.）

社団法人フランケン観光連合（Tourismusverband Franken e.V.）

社団法人ミュンヘン・オーバーバイエルン観光連合
（Tourismusverband München-Oberbayern）

社団法人バイエルン　ホテル・レストラン連合
（Bayerischer Hotel- und Gaststättenverband e.V.）

社団法人バイエルン　湯治場連合（Bayerischer Heilbäder-Verband e.V.）

〔典拠〕Bayern Tourismus Marketing GmbH, Jahresbericht 2006/2007, p.56
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州
経
済
、
イ
ン
フ
ラ
、
交
通
、

技
術
省
お
よ
び
バ
イ
エ
ル
ン
州

環
境
、
保
健
、
消
費
者
保
護
省

が
同
社
を
支
え
る
構
図
が
浮
き

彫
り
と
な
る
。
そ
の
他
、
監
査

役
会
役
員
お
よ
び
準
役
員
の
構

成
は
、
持
分
所
有
団
体
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る
。
（
〔
表
５
〕

〔
表
６
〕
参
照
〕

同
社
評
議
員
に
は
、
持
分
所

有
団
体
か
ら
選
出
さ
れ
た
も
の

の
ほ
か
に
、
大
学
教
授
、

A
D

A
C

、
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
・
ド

イ
ツ
航
空
株
式
会
社
、
保
険
会

社
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
保
険
）、

旅
行
会
社
（R

E
W

E
）
が
名
を

連
ね
、
文
字
通
り
助
言
（R

at
）

す
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

（〔
表
７
〕
参
照
）

よ
り
実
務
家
的
な
人
材
は
同

社
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員
会

に
見
ら
れ
る
。
そ
の
多
く
は
観

光
関
係
の
団
体
に
お
い
て
執
行
す
る
立
場
に
あ
る
。（〔
表
８
〕
参
照
）

３．

３
　
バ
イ
エ
ル
ン
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
有
限
会
社
の
外
部
組
織
と
の

協
力
関
係
　

バ
イ
エ
ル
ン
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
有
限
会
社
は
、
以
下
の
団
体
と
の
協

力
義
務
を
負
う
（
11
）。

（
１
）
財
団
法
人
ド
イ
ツ
政
府
観
光
局
国
内
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員
会

（M
arketing

A
usschuss

Inland
der

D
eutschen

Zentrale
für

T
ourism

us
e.V

.

）

（
２
）
財
団
法
人
ド
イ
ツ
政
府
観
光
局
外
国
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員
会

（M
arketing

A
usschuss

A
usland

der
D

eutschen
Zentrale

für

T
ourism

us
e.V

.

）

（
３
）D

R
V

の
ド
イ
ツ
観
光
研
究
会
（A

rbeitskreis
D

eutsch
land-

tourism
us

des
D

R
V

）

（
４
）D

W
IF

の
研
究
諮
問
委
員
会
（ForschungsbeiratD

W
IF

）

（
５
）M

T
W

（
６
）
国
際
ア
ル
ペ
ン
ウ
ェ
ル
ネ
ス
（A

lpine
W

ellness
International

）

（
７
）
ア
ル
ペ
ン
ツ
ー
リ
ス
ト
委
員
会A

lpine
T

ourist
C

om
m

ission

(A
T

C
),N

ew
Y

ork

（
８
）D

T
V

上
記
の
団
体
の
う
ち
、（
１
）、（
２
）
を
統
括
す
る
ド
イ
ツ
政
府
観
光
局
は
、

「
連
邦
レ
ベ
ル
」
に
お
け
る
観
光
事
業
促
進
機
関
で
あ
る
（
12
）。
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〔表４〕バイエルン観光マーケティング有限会社における社員総会
（Gesellschafterversammlung）役員

〔典拠〕Bayern Tourismus Marketing GmbH, Jahresbericht 2006/2007, p.56

社団法人アルゴイ／バイエリ
ッシュ・シュヴァーベン観光
連合議長（Vorsitzneder des
T o u r i s m u s v e r b a n d s
Allgäu/Bayerisch-Schwaben
e.V.）

社団法人バイエルン　ホテ
ル・レストラン連合代表
（Präsident des Bayerischen
Hotel- und
Gaststättenverbands e.V.）

元州事務次官アルフォンス・ツ
ェラー（Staatssekretär a.D. 
Alfons Zeller, MdL）.

ジークフリート・ガウルス
（Siegfried Gallus）

議長
（Vorsitzender）

副議長
（Stellvertretender

Vorsitzender）
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〔表５〕バイエルン観光マーケティング有限会社における監査役会役員

バイエルン州経済、インフラス
トラクチャー、交通、技術相
（Bayerische Staatsministerin für
Wirtschaft, Infrastruktur,
Verkehr und Technologie）

元バイエルン州環境、保健、消
費者保護相
（Bayerischer Staatsminister für
Umwelt, Gesundheit und
Verbraucherschutz a.D.）

社団法人バイエルン湯治場連合
議長
（Vorsitzender des Bayerischen
Heilbäder-Verband e.V.）

社団法人ミュンヘン・オーバー
バイエルン観光連合議長
（Vorsitzender                            des 
Tourismusverbands München-
Oberbayern e.V.）

アウグスブルクメッセ・催し物
シュバーベンホール有限会社執
行役員
（Geschäftsführer der Augsburger
Schwabenhallen Messe- und
Veranstaltungsgesellschaft
mbH）

社団法人バイエルンホテル・レ
ストラン連合会頭
（Präsident      des     Bayerischen
Hotel- und Gaststättenverbands
e.V.）

ミュンヘン・オーバーバイエル
ン 商 工 会 議 所 執 行 役 員
（Geschäftsführer der Industrie-
und Handelskammer für
München und Oberbayern）

社団法人農家で休暇をバイエル
ン州連合議長（Vorsitzender
des Landesverband Urlaub auf
dem Bauernhof in Bayern e.V.）

社団法人バイエルンビール醸造
者同盟会頭（Präsident    des
Bayerischen Brauerbunds e.V.）

ミュンヘンメッセ有限会社執行
役員（Geschäftsführer        der
Messe München GmbH）

社団法人アルゴイ／バイエリッ
シュ・シュバーヴァーベン観光
連合議長（Vorsitzender   des
Tourismusverbands Allgäu/
Bayerisch-Schwaben e.V.）

オストバイエルン観光連合取締
役（Mitglied des Vorstands
Tourismusverband Ostbayern）

エミリア・ミュラー
（Emilia Müller）

ヴェルナー・シュナップアウフ
博士（Dr. Werner Schnappauf）

市長クラウス・ホレチェク
（Bürgermeister Klaus Holetschek）

県知事クリストフ・ヒレンブラ
ント
（Regierungspräsident Christoph
Hillenbrand）

ゲルハルト・ロイポルト
（Gerhard Leypoldt）

ジークフリート・ガルス
（Siegfried Gallus）

ペーター・カンメラー
（Peter Kammerer）

クリスタ・オフ（Christa Off）

ミヒャエル・ヴァイス
（Michael Weiß）

ノベルト・バルクマン
（Nobert Bargmann）

アルフォンス・ツェラー
（ Staatssekretär a.D. Alfons
Zeller, MdL.

郡長テオ・ツェルナー
（Landrat Theo Zellner）

議長
（Vorsitzender）

副議長
（Stellvertretender 
Vorsitzender）

役員
（Mitglieder）
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〔表６〕バイエルン観光マーケティング有限会社における監査役会準役員

ニュルンベルク・メッセ有限会
社（Nürnberg Messe GmbH）

社団法人バイエルン・ビール醸
造 者 同 盟 筆 頭 執 行 役 員
（Hauptgeschäftsführer des
Bayerischen Brauerbunds e.V.）

ホテル・オーナー（Hotelier,
Residenz Hofgut Kürnach）

バイエルン州経済、インフラス
トラクチャー、交通、技術省部
局長（Abteilungsleiter im
Bayerischen Staatsministerium
für Wirtschft, Infrastruktur,
Verkehr und Technologie）

ミュンヘン空港有限会社航空部
長 （ Leiter Geschäfsbereich
Aviation, Flughafen München
GmbH）

アウグスブルク市上級市長
（Oberbürgermeister der Stadt
Augsburg）

社団法人バイエルン湯治場連合
副議長（stell. Vorsitzender des
Bayerischen Heilbäder-
Verbands e.V.）

社団法人フランケン観光連合副
議長（stellv. Vorsitzender des
Tourismusverbands Franken
e.V.）

ミ ュ ン ヘ ン 市 観 光 局 長
（Direktorin des Tourismusamt
der Landeshauptstadt München）

レーゲン郡、社団法人オーバー
バイエルン観光連合取締役
（Landesamt Regen, Mitglied des
Vorstands des Tourismusverbands
Ostbayern e.V.）

社団法人バイエルンキャンプ場
企業州連合（stellv. Vorsitzender
des Landsverbands der
Campingplatzunternehmer in
Bayern e.V.）

ミュンヘンメッセ有限会社支配人
（Prokurist der Messe München
GmbH）

クラウス・レティッヒ（Claus
Rättich）

ローター・エッベルツ博士
（Dr. Lothar Ebbertz）

ヴィリー・ザウワーヘリング
（Willi Sauerhering）

ヘルマン・リュック
（Mdir Hermann Lück）

アンドレアス・フォン・プット
カマー（Andreas von Puttkamer）

パウル・ヴェンゲルト博士
（Dr. Paul Wengert）

市長アロワス・ブルンドブラー
（Bürgermeister Alois Brundobler）

市長フランツ・クサヴァー
（Bürgermeister Franz Xaver
Uhl.）

ガブリエレ・ヴァイスホイプト
博士（Dr. Gabriele Weishäupt）

郡長ハインツ・ヴェルフル
（Landrat Heinz Wölfl）

ウルリヒ・トマ（Ulrich Thoma）

ヴォルフ＝ディートリヒ・ミュ
ラー博士
（Dr. Wolf-Dietrich Müller）

準役員
（Stellvertretende 
Mitglieder）

〔典拠〕Bayern Tourismus Marketing GmbH, Jahresbericht 2006/2007, p.57
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ケンプテン専門単科大学（FH Kempten）

ミュンヘンメッセ有限会社執行役員
（Geschäftsführer der Messe München GmbH）

バート・ファイレンバッハ保養・顧客情報保養
局長（Kurdirektor der Kur- und Gästeinformation
Bad Feilnbach）

ホテルオーナー（Hotelier, Hotel Sonnenalp,
Ofterschwang/Allgäu）

ホテルオーナー（Hotelier, Ulrichshof）, 
バイエルン・ホテル・レストラン連合副議長
（Voizepräsident des Bayerischhen Hotel- und
Gaststättenverbands e.V.）

連邦政府観光全権委員
（Tourismusbeauftragter der Bundesregierung）

アウグスブルク地区観光有限会社議長
（Vorsitzender der Regio Augsburg Tourismus
GmbH）

アイヒシュッテト・インゴルシュタット・カト
リック大学冠講座観光
（Stiftungslehrstuhl Tourism der Katholischen
Universität Eichstätt-Ingolstadt）

ガルミッシュ・パルテンキルヘン（Garmisch-
Partenkirchen）

ADACミュンヘンセンター観光営業部管轄部門
長（Ressortleiter Touristik Vertrieb, ADAC
Zentrale München）

ミュンヘン空港有限会社航空部長
（Leiter Geschäftsbereich Aviation, Flughafen
München GmbH）

社団法人農家で休暇をバイエルン州連合議長
（Vorsitzende des Landesverbands Urlaub auf dem
Bauernhof in Bayern e.V.）

ニュルンベルク市経済課（Wirtschftsreferat
Stadt Nürnberg）

ルフトハンザドイツ航空南ドイツ旅行販売局長
（Leiter    Passageverkauf    Süddeutschland,
Deutsche Lufthansa AG）

ADFCバイエルン州支局長
（Landesgeschäftsführer Bayern des ADFC）

社団法人バイエルンキャンプ場企業州連合
（Vorsitzender   des   Landesverbands   der
Campingplatzunternehmer in Bayern eV.）

非州立博物館広報部長
（Leiter Öffentlichkeitsarbeit der Landesstelle für
die nichtstaatlichen Museen）

ヨーロッパ旅行保険株式会社取締役
（Mitglied des Vorstands der Europäischen
Reiseversicherung AG）

オーバープファルツ（Oberpfalz）

代議士フランク・プシーラー
（Abgeordneter Frank Pschierer）

アルフレット・バウワー教授
（Prof. Dr. Alfred Bauer）

ノベルト・バルクマン（Norbert Bargmann）

ゼップ・ヘーファー（Sepp Höfer）

ミヒャエル・フェスラー（Michael Fäßler）

ウルリヒ・N・ブランドル（Ulrich N. Brandl）

元連邦政府事務次官エルンスト・ヒンスキン
（Staatssekretär a.D. Ernst Hinsken, MdB）

マンフレート・クルーク（Manfred Krug）

ハラルト・ペヒランガー教授
（Prof.Dr. Harald Pechlaner）

市長トマス・シュミット
（Bürgermeister Thomas Schmid）

エルヴィン・プファイファー（Erwin Pfeiffer）

アンドレアス・フォン・プットカマー
（Andreas von Puttkamer）

クリスタ・オフ（Christa Off）

ローラント・フレック博士（Dr. Roland Fleck）

ステフェン・ヴァインシュトック
（Steffen Weinstock）

ヴォルフガング・スラマ（Wolfgang Slama）

ゲオルク・シュペートリンク（Georg Spätling）

ヴォルフガング・シュテブラー博士
（Dr. Wolfgang Stäbler）

ヘルムート・ヘルト（Helmut Held）

県知事ハインツ・グルンヴァルト
（Regierungspräsident Heinz Grunwald）

〔表７〕バイエルン観光マーケティング有限会社の評議員（Beirat）
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バイエルン州営古城、庭園、湖沼管理局長
（Präsident der Bayerischen Verwaltung der
staatlichen Schlösser, Gärten und Seen）

REWE観光有限会社/ITS旅行自動車旅行企画
（Leitung Produkt Autoreisen der REWE Touristik
GmbH/ITS Reisen）

合資会社ビール醸造所支配人（Brauereidirektor
der Brauerei Aying-Brauerlebnis Franz
Inselkammer KG  ）

エクフリート・ハンステングル
（Egfried Hanstaengl）

ロルフ・ヘルゲンハーン（Rolf Hergenhahn）

ヘルムート・エルドマン（Helmut Erdmann）

〔典拠〕Bayern Tourismus Marketing GmbH, Jahresbericht 2006/2007, p.58

〔表８〕バイエルン観光マーケティング有限会社のマーケティング委員会
（Marketingausschuss）

バイエルン鉄道有限会社執行
役員
（Geschäftsführer der Bayerischen
Eisenbahngesellschaft mbH）

ミュンヘンメッセ有限会社管轄
部門長
（Leiterin des Geschäfsbereichs
der Messe München GmbH）

社団法人バイエルン・ビール醸
造者同盟筆頭執行役員
（Hauptgeschäftsführer    des
Bayerischen Brauerbunds e.V.）

コンラートホテル・ド・ヴィユ
（Conrad Hotel de Ville）, 社団
法人バイエルン・ホテル・レス
トラン連合オストバイエルン県
議長
（Vorsitzender des Bayerischen
Hotel- und Gaststättenverbands
e.V. Bezirk Ostbayern）

社団法人アルゴイ／バイエリッ
シュ・シュバーヴェン観光連合
執行役員（Geschäftsführer des
Tourismusverbands Allgäu/
Bayerisch-Schwaben e.V.）

社団法人ミュンヘン・オーバー
バイエルン観光連合執行役員
（Geschäftsführerin      des
Tourismusverbands München-
Oberbayern e.V.）

ミュンヘン空港有限会社航空部
門長（Leiter Geschäftsbereich
Aviation, Flughafen München
GmbH）

社団法人フランケン観光連合執
行役員（Geschäftsführer des
Tourismusverbands Franken
e.V.）

執行役員リヒャルト・アダム
（Geschäftsführer    Richard
Adam）

フリッツ・チェシュカ
（Fritz Czeschka）

モニカ・デッヒ（Monika Dech）

ローター・エベルツ博士
（Dr. Lothar Ebbertz）

コンラート・マイヤー
（Conrad Mayer）

ベルンハルト・ヨアヒム
（Bernhard Joachim）

クリスティーネ・リヒテンアウ
ワー（Chiristine Lichtenauer）

アンドレアス・フォン・プット
カマー
（Andreas von Puttkamer）

オラフ・ザイフェルト
（Olaf Seifert）

議長（Vorsitzender）

委員（Mitglieder）
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社団法人農家で休暇をバイエル
ン州連合議長（Vorsitzender
des Landesverbands Urlaub
auf dem Bauernhof in Bayern
e.V.）

バート・ブリュッケナウ州立保
養監督局長（Kurdirektorin der
Staatlichen Kurverwaltung
Bad Brückenau）

オストバイエルン観光連合執行
役員（ Geschäftsführer des
T o u r i s m u s v e r b a n d s
Ostbayern e.V.

クリスタ・オフ（Christa Off）

アンドレア・シャレンカンマー
（Andrea Schallenkammer）

ミヒャエル・ブラウン博士（Dr.
Michael Braun）
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、
バ
ン
コ
ク
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
置

い
て
い
る
（
21
）。

バ
イ
エ
ル
ン
州
に
お
い
て
は
、
州
レ
ベ
ル
の
市
場
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
都
市
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
の
そ
れ
と
は
差
異
が
み
ら
れ
る
。

小
　
括

バ
イ
エ
ル
ン
州
は
観
光
振
興
の
た
め
に
、
一
九
九
七
〜
二
〇
〇
六
年
に
多

額
の
投
資
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
事
業
の
柱
は
、（
１
）
観
光
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
、
と
（
２
）
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
援
助
に
あ
る
。（
１
）
に
つ
い
て
は
、

既
存
宿
泊
・
飲
食
施
設
の
近
代
化
お
よ
び
新
規
事
業
の
促
進
の
た
め
に
、
補

助
金
と
優
遇
貸
付
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、（
２
）
に
関
し
て
、
一
九
九
九
年

に
バ
イ
エ
ル
ン
経
済
省
の
主
導
で
「
バ
イ
エ
ル
ン
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
有

限
会
社
」
が
観
光
に
か
か
わ
る
連
合
お
よ
び
民
間
企
業
の
出
資
の
も
と
で
設

立
さ
れ
た
。
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注（
１
）
連
邦
レ
ベ
ル
に
お
け
る
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ド
イ
ツ
観

光
事
情

―
ド
イ
ツ
を
旅
す
る
外
国
人
は
ど
こ
か
ら
来
て
、
ど
こ
へ
行
っ
た
か

―
」

『
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
四
十
三
号
、
二
〇
〇
九
年
参
照
。「
観
光
連

合
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ケ
ン
地
方
に
お
け
る
観
光
事
情
」『
跡
見
学
園
女

子
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
四
十
四
号
、
二
〇
一
〇
年
参
照

（
２
）B

ayerisches
Staatsm

inisterium
für

W
irtschft,Infrastruktur,V

erkehr

und
T

echnologie,T
ourism

usin
B

ayern,Juni2007,p.3

（
３
）L

andesh
auptstadt

M
ünch

en,
R

eferat
für

A
rbeit

und
W

irtsch
aft,

M
ünchen.D

er
W

irtschaftsstandort2009,p.5

（
４
）B

ayerisches
Staatsm

inisterium
für

W
irtschft,Infrastruktur,V

erkehr

und
T

echnologie,T
ourism

usin
B

ayern,Juni2007,p.3-4

（
５
）B

ayerisches
Staatsm

inisterium
für

W
irtschft,Infrastruktur,V

erkehr

und
T

echnologie,T
ourism

usin
B

ayern,Juni2007,p.4

（
６
）B

ayerisches
Staatsm

inisterium
für

W
irtschft,Infrastruktur,V

erkehr

und
T

echnologie,T
ourism

usin
B

ayern,Juni2007,p.9

（
７
）B

ayerisches
Staatsm

inisterium
für

W
irtschft,Infrastruktur,V

erkehr

und
T

echnologie,T
ourism

usin
B

ayern,Juni2007,p.9-10

（
８
）B

ayerisches
Staatsm

inisterium
für

W
irtschft,Infrastruktur,V

erkehr

und
T

echnologie,T
ourism

usin
B

ayern,Juni2007,p.10

（
９
）B

ayerisches
Staatsm

inisterium
für

W
irtschft,Infrastruktur,V

erkehr

und
T

echnologie,T
ourism

usin
B

ayern,Juni2007,p.10

（
10
）B

ayerisches
Staatsm

inisterium
für

W
irtschft,Infrastruktur,V

erkehr

und
T

echnologie,T
ourism

usin
B

ayern,Juni2007,p.11

（
11
）B

ayern
T

ourism
us

M
arketing

G
m

bH
,Jahresbericht2006/2007,p.59

（
12
）
拙
稿
「
ド
イ
ツ
観
光
事
情

―
ド
イ
ツ
を
旅
す
る
外
国
人
は
ど
こ
か
ら
来
て
、
ど

こ
へ
行
っ
た
か

―
」『
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
四
十
三
号
、
二
〇
〇

九
年
、
二
五
ペ
ー
ジ

（
13
）D

er
D

R
V

,
D

er
D

eutsche
R

eiseV
erband

-
D

er
Spitzenverband

des

w
eltw

eit
größ

ten
Q

uellm
arktes,

in
interrete

sub:

http://w
w

w
.drv.de/drv/der-drv.htm

l,10.01.2010

（
14
）D

w
ifC

onsulting,dw
ife.V

.,in
interrete

sub:

http://w
w

w
.dw

ift.de/de/das-dw
ift-stellt-sich-vor/das-dw

ift-stellt-sich-

vor/dw
ift-e.v.htm

l,09.01.2010

（
15
）FA

Joanneum
,G

esundheitsm
anagem

ent
im

T
ourism

,in
interrete

sub:

http://w
w

w
.fh-joanneum

.at/aw
/hom

e/Studienangebot/fachbereich_

gesundheitsw
issenschaften/gm

t/Forschung_E
ntw

icklung/projekte/T
ou

rism
usprojekte/~bdqt/M

T
W

/?lan=de,09.10.2010

（
16
）D

eutscher
T

ourism
usverband

e.V
.,Selbstdarstellung,in

interrete
sub:

h
ttp://w

w
w

.deutsch
ertourism

usverband.de/index.ph
p?pageId=44,

09.01.2010

（
17
）B

ayerisches
Staatsm

inisterium
für

W
irtschft,Infrastruktur,V

erkehr

und
T

echnologie,T
ourism

usin
B

ayern,Juni2007,p.12

（
18
）B

ayerisches
Staatsm

inisterium
für

W
irtschft,Infrastruktur,V

erkehr

und
T

echnologie,T
ourism

usin
B

ayern,Juni2007,p.13

（
19
）B

ayerisches
Staatsm

inisterium
für

W
irtschft,Infrastruktur,V

erkehr

und
T

echnologie,T
ourism

usin
B

ayern,Juni2007,p.15

（
20
）
拙
稿
「
ド
イ
ツ
観
光
事
情

―
ド
イ
ツ
を
旅
す
る
外
国
人
は
ど
こ
か
ら
来
て
、
ど

こ
へ
行
っ
た
か

―
」『
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
四
十
三
号
、
二
〇
〇

九
年
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（
21
）L

andesh
auptstadt

M
ünch

en,
R

eferat
für

A
rbeit

und
W

irtsch
aft,

T
ourism

usam
t,JahresberichtdesT

ourism
usam

tes2008,p.15
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